
◆収支計画書の「支出科目」については，次の科目と経費の例を参考にご記入ください。

◇ 次のような経費は負担金の対象外となります。

・団体の維持運営のための経費

・負担金交付決定前の事前準備等に係る経費

・他の制度により助成を受ける経費

・懇親会費等

◇ 支出科目，金額，内訳などは，市の規程などを参考に妥当かどうかを審査します。

◇ 提案した事業の実施が決定した場合，提案団体と担当部署が事業内容や役割分担，収支計画等

について協議し，協議後の内容で，収支予算書を作成することとなります。

◇ 事業終了後，収支決算書を提出していただきます。

また，収支決算書の添付書類として領収書等の写しを提出していただくこととなります。

なお，決算にあたっては支出額の積算根拠となる資料の提出を求める場合があります。

科 目 経 費 の 例

謝礼等

◇ 講師，指導者，協力者等に対する謝礼等

※ 市の職員研修講師謝礼基準では，１時間あたり税込で３千円～１万円程度を目安

としています。

人件費
◇ 事業実施に係る事務作業等に対する人件費

※ 団体の経常的な活動・運営に係る人件費は除外します。

交通費

◇ 事業に要する交通費（ＪＲ運賃等実費額）

※ 車の場合，厳密な実費計算が困難であるため，市内の移動は一律往復500円と

するなど，平均的なバス運賃を参考に単価を設定しても構いません。

消耗品・印刷製本費

◇ 事業実施に必要な消耗品購入代

※ 備品の購入については，個別に判断します。

◇ 各種資料，チラシ，パンフレット，ポスター等を作成するための印刷代，コ

ピー代など

通信運搬費 ◇ 各種資料，案内文書等を送付するための郵送料や宅配料など

使用料・賃借料
◇ 会議やイベントなどの会場使用料，事業に必要な機器・備品等の借上げ

料など

保険料
◇ 参加者やスタッフ，ボランティアに対する傷害保険料及び損害賠償責任

保険料など

その他 ◇ その他事業の実施に必要な経費 （広告料など）

負担金対象外経費 ◇ 事業に要する経費で，負担金の対象外となる経費（下記参照）


